
暫
４
月
１
日
昭
以
降
に
、
市
内
の

「
ま
ち
の
自
転
車
屋
さ
ん
」登
録

店
の
う
ち
、
自
転
車
安
全
整
備

店（
※
）で
自
転
車
安
全
整
備
を

受
け
た
、
ま
た
は
対
象
自
転
車

を
購
入
し
た

※
下
記
の
マ
ー
ク
が
あ
る
店
舗
。

■
自
転
車
安
全
整
備
補
助

●
補
助
金
額
　

整
備
費
の
３
分
の

１（
上
限
　
円
）

５００

●
申
し
込
み
　

申
請
書
兼
実
績
報

告
書
と
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
加

入
書（
控
）の
コ
ピ
ー
を
持
っ
て
都

市
計
画
課
へ

■
自
転
車
購
入
費
補
助

●
補
助
金
額
　

購
入
金
額
の
３
分

の
１（
上
限
４
万
円
）

●
対
象
自
転
車
／
条
件
　

防
犯
登

録
と
自
転
車
安
全
整
備
が
済
ん
で

い
る
次
の
自
転
車

暫
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
／
６

歳
未
満
の
子
を
２
人
以
上
扶
養

し
て
い
る

暫
高
齢
者
向
け
自
転
車
／
　

歳
以

６５

上
ま
た
は
す
べ
て
の
運
転
免
許

を
返
納
し
て
い
る

暫
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
／
通
勤

方
法
を
自
動
車
か
ら
自
転
車
へ

■
自
転
車
の
安
全
利
用
を

　
環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
「
自

転
車
」
。
４
月
か
ら
新
年
度
と
な
り
、

新
中
学
・
高
校
生
な
ど
、
新
し
く

自
転
車
を
使
う
人
も
増
え
ま
す
。

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
利
用
者
の
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
違
反
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
２
列
並
走
や
携
帯

電
話
を
使
い
な
が
ら
の
運
転
な
ど

が
原
因
で
、
自
転
車
が
加
害
者
と

な
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
、
保
険
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
加
害
者

と
な
っ
た
場
合
の
賠
償
責
任
は
、

自
動
車
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
も
し
も
の
た
め
に
、

自
転
車
安
全
整
備
（
※
）
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

※
自
転
車
安
全
整
備
士
に
よ
る
点

検
・
整
備
と
自
転
車
保
険
（
Ｔ

Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
）へ
の
加

入
（
有
料
）。

自
転
車
へ
の
補
助
金
交
付
事

業
を
実
施
し
ま
す

　
詳
細
は
、
都
市
計
画
課
・
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
す
る
交

付
要
綱
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　

次
の
両
方
に
該
当
す
る

人暫
市
内
在
住
で
、
市
税
の
滞
納
が

な
い
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変
更
す
る

●
そ
の
他
　

購
入
者
は
、
必
ず
交

通
安
全
講
習
会（
事
前
申
し
込
み

が
必
要
）を
受
講
し
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
　

自
転
車
購
入
と
講

習
会
受
講
後
、
申
請
書
兼
実
績
報

告
書
と
必
要
書
類
を
持
っ
て
都
市

計
画
課
へ■問 

▼
都
市
計
画
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
３
）

７１

「まちの自転車屋さん」
登録店のマーク

自転車安全整備ができる
店舗のマーク

؀
ڥ
に
や
さ
し
い
自
転
車
を
ར
༻
し
よ
͏

自
転
車
の
購
入
・
整
備
に
補
助
金
を
交
付

　
肝
臓
機
能
障
害
１
～
４
級

の
人
が
新
た
に
減
免
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
対
象
車
両
　

一
定
の
障
害

以
上
の
身
体
・
知
的
・
精
神

障
害
者
が
所
有
・
使
用
す
る

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
で
、
障

害
者
一
人
に
つ
き
一
台

●
対
象
条
件
　

障
害
内
容
に

よ
り
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

や
、
家
族
運
転
で
も
対
象
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
普

通
自
動
車
税
の
減
免
や
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
利
用
券
の
交

付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
減

免
で
き
ま
せ
ん

●
申
請
　

５
月
　

日
捷
ま
で

２４

に
市
民
税
課
へ

●
問
い
合
わ
せ
　

市
民
税
課

（
緯〈
　

〉２
２
１
３
）

７１
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次
の
項
目
を
重
点
と
し
た
市
民

運
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
市
民

運
動
４
月
１
日
昭
～
　
日
松

１０

●
重
点
実
施
項
目

暫
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
件
・

事
故
の
防
止

暫
自
転
車
盗
・
車
上
ね
ら
い
な
ど

の
防
止

暫
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の

防
止

暫
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

■
春
の
交
通
安
全
市
民
運
動
４
月

６
日
昇
～
　
日
昭

１５

●
重
点
実
施
項
目

暫
子
ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

暫
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
を
徹
底

暫
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

暫
飲
酒
運
転
の
根
絶

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

■問 
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）

７１

良
課
、
商
工
課
）と
環
境
部（
環
境

首
都
推
進
課
、
環
境
保
全
課
、
ご

み
減
量
推
進
室
）に
再
編

●
名
称
の
変
更
　

防
災
監
を
危
機

管
理
監
に
、
市
民
生
活
部
防
災
課

消
防
防
災
係
を
市
民
生
活
部
防
災

危
機
管
理
課
防
災
危
機
管
理
係
に

変
更

　
４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
を
改

正
し
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
１
部

増
の
　

部
　

課
　
係
体
制
と
な
り

１４

４７

１３３

ま
す
。

●
趣
旨
　

①
産
業
振
興
と
環
境
施

策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
　

②
自
然
災
害
や
テ
ロ
、
広
域
感
染

症
な
ど
、
全
市
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い「
危
機
」に
対
応

す
る

●
組
織
の
再
編
　

経
済
環
境
部
を

産
業
振
興
部（
農
務
課
、
土
地
改

ฏ
੒

೥
度
ε
λ
ー
ト

⚒⚒

市
役
所
の
組
織
を
改
正■問 

▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

安
城
市
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画（
後
期
計
画
）（
案
）

●
提
出
数
　

２
人（
３
件
）

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
を

小
学
校
の
空
き
教
室
に
限
ら
ず
、

地
域
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
公
民
館
、

プ
レ
ハ
ブ
教
室
、
集
会
所
な
ど
で

多
様
な
子
ど
も
教
室
づ
く
り
が
可

能
で
は
な
い
か
。

●
市
の
考
え
方
　

放
課
後
の
安
全
・

安
心
な
居
場
所
と
い
う
観
点
か
ら
、

学
校
を
最
も
望
ま
し
い
場
所
と
し
、

平
成
　

年
度
ま
で
に
２
校
で
開
催

２３

す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
他
市

で
は
、
学
校
以
外
の
施
設
で
実
施

し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
が
、
本

市
で
は
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
ば
ら
く
は

現
在
の
計
画
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
対
応
　

計
画（
案
）は
従
前
の
ま

ま
と
し
ま
す
。

　
本
紙
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
で
意
見
を
募
集
し
た
３
つ
の

計
画
（
案
）に
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意

見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え

方
お
よ
び
計
画
（
案
）の
変
更
点
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

※
掲
載
し
た
意
見
は
、
趣
旨
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
の
担
当
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
中
央
・
各
地
区
公
民
館
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

第
２
次
安
城
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
中
間
改
訂（
案
）

●
提
出
数
　

３
人（
　

件
）

１０

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
　

早
期
発
見
の
可
能
性
が

高
い
、
医
師
・
医
療
関
係
者
へ
の

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
啓

発
・
啓
も
う
を
加
え
て
く
だ
さ
い
。

●
市
の
考
え
方
　
虐
待
等
防
止
地

域
協
議
会
に
、
医
療
関
係
者
の
代

表
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協

議
会
で
、
啓
発
を
は
じ
め
と
し
た

市
の
施
策
に
つ
い
て
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
啓
発
対
象
と
し
て
言

及
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

●
対
応
　

計
画（
案
）は
従
前
の
ま

ま
と
し
ま
す
。

緑
の
基
本
計
画（
案
）

●
提
出
数
　

２
人（
３
件
）

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
　

親
水
広
場
の
視
点
が
欠

け
て
い
ま
す
。

●
市
の
考
え
方
　

親
水
広
場
に
つ

い
て
は
、
油
ヶ
淵
水
辺
公
園
の
整

備
や
矢
作
川
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
空
間
創
出
に
向
け
た
検

討
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

●
対
応
　

計
画（
案
）は
従
前
の
ま

ま
と
し
ま
す
。

■問 
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
４
）

７１
■問 
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

■問 
▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
７
）

７１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る

意
見
募
集
の
結
果



市
税
の
滞
納
が
な
い
人

■
一
般
型

●
対
象
工
事
　
無
料
耐
震
診
断
の

判
定
値
が
　

未
満（
除
愛
知
県
建

０.７

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
の
診
断
の
場
合

は
　

点
未
満
）の
も
の
を
　

以
上

８０

１.０

（
判
定
値
が
　

以
上
　

未
満
の
場

０.７

１.０

合
は
、
　

加
算
し
た
数
値
以
上
）

０.３

に
す
る
耐
震
改
修
工
事

●
補
助
金
額
　
　

万
円（
対
象
経

８５

費
が
　

万
円
を
下
回
る
場
合
は
、

８５

当
該
経
費
の
額
）

●
そ
の
他
　

所
得
税
・
固
定
資
産

税
の
控
除
あ
り

●
申
請
受
付
件
数
　
　

件
５０

■
簡
易
型

●
対
象
工
事
　

無
料
耐
震
診
断
の

判
定
値
が
　

未
満
の
も
の
を
　

加

１.０

０.１

算
し
た
数
値
以
上
に
す
る
耐
震
改

修
工
事（
耐
震
補
強
上
有
効
な
工

事
に
限
る
）

●
補
助
金
額
　

対
象
経
費
の
２
分

の
１（
上
限
　

万
円
）

３０

●
申
請
受
付
件
数
　
　

件
１０

　
今
年
度
と
来
年
度
の
２
年
間
に

限
り
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補

助
（
一
般
型
）の
補
助
金
額
の
上
限

を
、
　
万
円
か
ら
　
万
円
に
増
額

６０

８５

し
ま
す
。
家
が
地
震
で
倒
壊
し
な

い
よ
う
備
え
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

●
対
象
　

昭
和
　

年
５
月
　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
し
た
、
２
階
建
て
以
下

で
在
来
の
木
造
軸
組
構
法
ま
た
は

伝
統
構
法
の
住
宅（
プ
レ
ハ
ブ
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
な
ど
の
特
殊
構

法
を
除
く
）

●
申
請
受
付
件
数
　
　

件
２５０

木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

　
耐
震
改
修
工
事
の
程
度
に
よ
り
、

一
般
型
と
簡
易
型
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
工
事
前
に
申
請
し
、

補
助
金
交
付
決
定
通
知
を
受
け
た

後
で
工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　

昭
和
　

年
５
月
　

日

５６

３１

以
前
着
工
の
木
造
住
宅
を
所
有
し
、

■問 
▼
建
築
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
１
）

７１

໦
଄
住
宅
の
耐
震
改
修
を
ਐ
め
ま
し
Ỷ
͏

耐
震
改
修
費
補
助
金
額
の
上
限
を
　

万
円
に

８５
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宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
助
成
限
度
額
　
１
人
　
万
円

１０

※
限
度
額
内
で
複
数
回
の
利
用
可
。

利
用
額
の
累
計
が
　
万
円
を
超

１０

え
た
以
降
は
利
用
不
可
。

●
対
象
工
事
　
市
の
リ
フ
ォ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
事
業
で
認
め
ら
れ
た
工

事
の
ほ
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
必
要

と
認
め
た
次
の
①
～
⑥
の
住
宅
改

修
工
事

①
手
す
り
の
取
り
付
け

②
段
差
の
解
消

③
滑
り
防
止
な
ど
の
た
め
の
床
ま

た
は
通
路
面
の
材
料
変
更

④
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替

え
⑤
洋
式
便
器
な
ど
へ
の
便
器
の
取

り
替
え

⑥
①
～
⑤
の
付
帯
工
事

●
利
用
す
る
に
は
　

住
宅
改
修
工

事
前
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
地
域
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

へ

●
対
象
　

市
内
在
住
で
、
以
下
の

①
～
③
に
該
当
す
る
人（
②
・
③

を
拡
大
）

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
人

②
特
定
高
齢
者（
※
）の
認
定
を
受

け
て
い
て
、
運
動
機
能
項
目
に

支
障
が
あ
る
人

③
前
年
分
所
得
税
非
課
税
で
、
　６５

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

ま
た
は
　

歳
以
上
の
高
齢
者
の

６５

み
の
世
帯

※
特
定
高
齢
者
と
は
、
生
活
機
能

（
歩
く
、
食
べ
る
、
物
事
の
判

断
能
力
、
生
活
意
欲
な
ど
）の

改
善
が
必
要
な
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
　

歳
以
上
の

６５

人
。
市
が
実
施
す
る
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
と
生
活
機
能
評
価

に
よ
り
決
定
。
相
談
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
の
在

■問 
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
３
）

７１

人
に
や
さ
し
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

対
象
者
を
拡
大

耐耐震改修工事前（上）と工事後（下）。障子を取り除耐震改修工事前（上）と工事後（下）。障子を取り除きき、、両両
側に壁をつけ側に壁をつけたた
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こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
時
に
、
公
民
館
避

難
所
、
一
般
避
難
所
に
併
せ
て
社

会
福
祉
協
議
会
運
営
の
福
祉
避
難

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
福
祉
避
難
所
と
は
、
一
般
避
難

所
で
は
共
同
避
難
生
活
が
困
難
な
、

障
害
者
・
要
援
護
高
齢
者
な
ど
の

災
害
時
要
援
護
者
を
受
け
入
れ
る

避
難
所
を
い
い
ま
す
。
左
表
の
施

設
が
福
祉
避
難
所
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
に

登
録
し
て
い
る
人
で
も
、
状
況
に

よ
り
、
避
難
場
所
が
一
般
避
難
所

と
福
祉
避
難
所
に
分
か
れ
ま
す
。

一
般
の
人
は
、
今
ま
で
ど
お
り
最

寄
り
の
公
民
館
避
難
所
、
一
般
避

難
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
避
難
所
で
は
、
介

護
・
看
護
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
の
必
要
な
人
に
は
必
ず
介
護

者
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
防
災
協
定

を
締
結

福祉避難所一覧

電話番号住所施設名

〈７７〉７８８８赤松町大北７８－１総合福祉センター

〈９７〉５０００東栄町横根畑５９－２３北部福祉センター

〈７２〉６６１６福釜町西天１２西部福祉センター

〈７２〉７５７０篠目町二タ又２７－１作野福祉センター

〈９９〉７３６５桜井町新田２０桜井福祉センター

〈７６〉００９０新田町新栄８４－１中部福祉センター

■問 
▼
防
災
危
機
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
０
）

７１社会
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
４
）

７１

஍
ٿ
に
や
さ
し
い
฻
Β
し
を
Ԡ
ԉ

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助

●
募
集
件
数
　

２
件（
Ｃ
・
Ｄ
棟
）

●
面
積
／
間
口
・
奥
行
　

Ｃ
・
Ｄ

棟
と
も
　

・
　

釈
／
５
・
　

杓
×

４９

１２

５２

８
・
　

杓
９０

●
貸
付
料
　

月
額
▼
Ｃ
棟
糸
６
万

２
３
０
０
円
　

Ｄ
棟
糸
６
万
３
０

０
０
円

●
そ
の
他
　
駐
車
場
各
２
台
分
あ
り

●
提
出
書
類
　
借
受
申
込
書
、
店

舗
平
面
図
お
よ
び
設
備
配
管
図
、

身
分
証
明
書
、
住
民
票
、
所
得
証

明
書
、
納
税
証
明
書
、
印
鑑
証
明

　
詳
細
は
、
４
月
１
日
昭
か
ら
財

政
課
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

配
布
す
る
応
募
要
領
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象
　

業
種
糸
生
活
に
直
接
関

係
の
あ
る
も
の（
風
俗
営
業
な
ど

は
不
可
）　
資
格
糸
①
専
従
者
と

し
て
常
時
従
事
す
る
　
②
市
税
の

滞
納
が
な
い
　
③
未
成
年
者
で
な

い
　
④
２
人
の
連
帯
保
証
人
を
立

て
ら
れ
る
な
ど

※
深
夜
・
早
朝
営
業
不
可
。

書
、
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書
・

納
税
証
明
書
な
ど

●
選
考
方
法
　

提
出
書
類
を
審
査

し
、
適
否
を
決
定（
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）

●
申
し
込
み
　

４
月
６
日
昇
～
　１６

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
を
除
く
）に
提
出
書
類
を
持
っ

て
財
政
課
へ■問 

▼
財
政
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
０
）

７１

市
Ӧ
大
ࢁ
ా
౦
住
宅

貸
店
舗
入
居
者
を
募
集

先
着
順
に
受
け
付
け

●
そ
の
他
　

補
助
対
象
地
域
な
ど

を
事
前
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

必
ず
工
事
前
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

●
対
象
　

次
の
対
象
地
域（
※
）で
、

専
用
住
宅
ま
た
は
居
宅
部
分
の
床

面
積
が
、
延
べ
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
あ
る
併
用
住
宅
に
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人
 

※
対
象
地
域
糸
公
共
下
水
道
認
可

区
域（
当
該
年
度
内
に
認
可
が

見
込
ま
れ
る
区
域
を
含
む
）以

外
の
地
域
と
、
農
業
集
落
排
水

処
理
区
域
以
外
の
地
域

●
補
助
金
額
　

下
表
の
と
お
り

●
申
請
　

４
月
１
日
昭
か
ら（
松

掌
抄
を
除
く
）予
算
の
範
囲
内
で

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

窒素 燐 除去型
りん

浄化槽
窒素除去型
浄化槽人槽

５２万５０００円２５万５０００円５人槽

６９万円２８万５０００円６～７人槽

９６万円３４万５０００円８～１０人槽

１６６万５０００円６０万円１１人槽～
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　対象と思われる人で、まだ手当を受けていない人は、各担当窓口で相談のうえ、早めに申請してください。

※所得制限があります。
※手当額などが変更される場合があります。

問い合わせ手当額（月額）対　　象手当名

子ども課
（緯〈７１〉２２２７）

１人あたり１万３０００円
中学校修了前の児童を養育している人
※申請の翌月分から、支給資格の消滅した月分まで支給。詳細は
本紙４月１５日号で案内します。

子ども
手当

社会福祉課
（緯〈７１〉２２２４）

１人目施４万１７２０円
２人目施５０００円加算
３人目以降施１人増すごと
に３０００円加算
（所得により減額あり）

父のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度の末日まで）の
児童および父のいない２０歳未満の中度・重度の障害児の母、また
は母にかわってその児童を養育している人
※父が重度の障害の場合も対象になります。

児童扶養
手当

市遺児手当施２５００円、県遺
児手当施４５００円（１～３年目
は４５００円、４・５年目は２２５０
円、６年目からは資格喪失）

父か母、または両親のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年
度の末日まで）の児童を監護養育している人
※親の一方が重度の障害の場合も対象になります。

市・県
遺児手当

障害福祉課
（緯〈７１〉２２２５）

１級施５万７５０円
２級施３万３８００円

療育手帳Ａ・Ｂ判定の知的障害、または身体障害者手帳１・２・
３・４級程度の身体障害のある２０歳未満の児童を養育している人
※対象児童が障害を事由とした年金受給や、施設入所をしている 
　場合は対象になりません。

特別児童
扶養手当

２万６４４０円
（県制度の加算あり）

２０歳以上で重度の障害があるため、診断書により日常生活で常時
特別な介護が必要であると認められる人
※施設入所者、長期入院者、愛知県在宅重度障害者手当受給者は 
対象になりません。

特別
障害者
手当

１万４３８０円
（県制度の加算あり）

２０歳未満で重度の障害があるため、診断書などにより日常生活で
常時介護が必要であると認められる児童（障害の程度は次の①～
③のいずれか）
①１級（２級の一部を含む）程度の身体障害
②ＩＱ２０以下の知的障害児
③前記と同程度の障害、または病状で常に介護が必要な場合
※障害を事由とした年金受給者、施設入所者、愛知県在宅重度障
害者手当受給者は対象になりません。

障害児
福祉手当

１種施１万６１００円
２種施７０００円

１種…１・２級の身体障害者でＩＱ３５以下
２種…①１・２級の身体障害者
　　　②ＩＱ３５以下
　　　③３級の身体障害者でＩＱ５０以下
※２種では６５歳以上で新たに障害者手帳を取得した人は対象にな
　りません。
※特別障害者手当、障害児福祉手当または経過的福祉手当の受給
　者、介護保険による療養型入院、施設入所者は対象になりません。

在宅重度
障害者
手当

障害の等級により２０００円～
６０００円

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を所持してい
る人

障害者
扶助料

֘当するਓ͸ૣΊにਃ੥Λ
児童・母子・障害者に関する手当の支給制度

　
４
・
５
月
に
緑
の
募
金

「
家
庭
・
学
校
・
企
業
・
街

頭
募
金
」
を
実
施
し
ま
す
。

公
共
施
設
に
「
緑
の
募
金
箱
」

を
備
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
募
金
の
一
部
は
地
域
緑
化

と
し
て
地
元
に
還
元
し
、

各
町
内
の
緑
化
事
業
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

公
園
緑
地

課（
緯〈
　

〉２
２
４
４
）

７１

緑緑に関する補助制度をご利用くださ緑に関する補助制度をご利用くださいい

暫都市緑化推進事業補助金
暫生垣等設置奨励補助金
暫松くい虫薬剤防除補助金
暫松くい虫被害木自主駆除補助金など
●問い合わせ　公園緑地課（緯〈７１〉２２４４）
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あ
る
住
職
か
ら
、
げ
た
と
い

う
履
物
は
寺
院
で
の
修
行
生
活

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
と
の
話
を

聞
い
た
。
僧
侶
は
殺
生
を
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
常

生
活
の
中
、
無
意
識
に
足
の
下

に
い
る
虫
け
ら
を
踏
み
つ
ぶ
す

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
、
接
地
面
積
の
小
さ
な
履
物

が
考
案
さ
れ
た
と
い
う
。
日
本

人
は
、
見
え
ぬ
ほ
ど
の
小
動
物

を
も
あ
わ
れ
む
精
神
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。

　
日
本
人
の
精
神
文
化
の
原
点

は
、
土
着
信
仰
の
神
道
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
神
道
に

つ
い
て
あ
る
識
者
が
、「
明
治
以

降
、
ひ
ど
く
国
家
主
義
化
し
た

が
、
本
来
は
自
然
崇
拝
で
あ
る
。

神
社
に
は
必
ず
森
が
あ
る
。
そ

し
て
神
社
に
は
必
ず
神
の
使
い

を
す
る
動
物
が
い
る
。
こ
れ
は

も
と
も
と
森
が
、
あ
る
い
は
木

が
神
で
あ
り
、
動
物
が
神
で
あ

っ
た
、
そ
う
い
う
名
残
で
は
な

い
か
」と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
日
本
の
仏
教
に
は

「
山
川
草
木
　
 悉
  有
  仏
 

し
つ
 う
 ぶ
っ

 性
 」と
い

し
ょ
う

う
思
想
が
あ
る
。
こ
の
世
に
存

在
す
る
す
べ
て
の
自
然
物
の
中

に
、
仏
と
な
る
性
質
が
宿
る
と

い
う
意
味
を
持
つ
。
異
国
か
ら

伝
来
し
た
仏
教
に
、
わ
が
国
独

特
の
自
然
崇
拝
の
思
想
が
融
合

し
、
日
本
仏
教
が
生
ま
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
日
本
人
の
精
神
文
化
の
原
点

に
は
、
こ
の
よ
う
に
自
然
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
と
共
生

し
て
い
く
思
想
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
現
代
に
生
き
る
わ

た
し
た
ち
は
大
切
な
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
今
も
残
る
里
山
や
水
田
に
は
、

多
様
な
生
き
物
が
集
ま
り
、
人

間
を
含
め
た
多
く
の
生
物
に
恵

み
を
与
え
続
け
て
い
る
。
生
物

多
様
性
へ
の
ヒ
ン
ト
は
、
わ
た

し
た
ち
の
身
近
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
自
然
と
折
り
合
い
を
つ
け
て

暮
ら
し
た
日
本
の
知
恵
を
、
ま

ず
は
わ
た
し
た
ち
自
身
が
再
評

価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

国
際
的
な
議
論
の
場
に
向
け
て
、

日
本
独
自
の
情
報
発
信
を
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
バ
ス
で
市
の
施
設
を
回
り
、
施

設
の
状
況
や
仕
事
の
様
子
を
見
学

し
ま
す
。
実
施
日
の
う
ち
１
回
は

個
人
で
参
加
で
き
ま
す
。
残
る
４

回
は
、
　

人
以
上
の
団
体
が
対
象

１０

で
す
。

●
実
施
日
　

個
人
革
５
月
　

日
晶

２１

団
体
革
６
月
　

日
昭
・
　

日
晶

１０

１１

※
団
体
は
、
両
日
と
も
２
組
ま
で

可
。

●
見
学
施
設
　

個
人
革
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
、
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
北
部
調
理

場
、
中
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
丈
山

苑
な
ど

※
見
学
施
設
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
市
役
所
西
会
館
集
合
・
解
散
。

団
体
革
出
発
場
所
や
希
望
施
設
を

お
聞
き
し
ま
す
。

●
定
員
　

各
　

人（
個
人
コ
ー
ス

２５

は
、
申
し
込
み
が
　

人
以
下
の
場

１０

合
は
中
止
）

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
参
加
費
　
個
人
革
　
円（
給
食

２３５

試
食
代
）の
ほ
か
施
設
入
場
料
　

団
体
革
見
学
施
設
な
ど
に
よ
っ
て

入
場
料
が
必
要

●
申
し
込
み
　
個
人
革
４
月
８
日

昭
～
　

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５

１５

時
　

分（
　

日
松
・
　

日
掌
を
除

１５

１０

１１

く
）に
電
話
で
秘
書
課
広
報
広
聴

係
へ（
先
着
順
）

団
体
革
は
が
き
に
希
望
日（
第
１

希
望
・
第
２
希
望
）、団
体
名
、
代

表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

見
学
希
望
施
設
名
を
記
入
し
、
４

月
　

日
昭（
必
着
）ま
で
に
同
係

１５
（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
不
要
）へ

４４６
※
希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
抽

せ
ん
。

市
の
施
設
΁
ߦ
ỳ
て
Έ
よ
͏
ʂ

「
施
設
め
ぐ
り
」参
加
者
募
集

■問 
▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈
　
〉２
２
０
２
）

７１

水田と水路を結ぶ魚水田と水路を結ぶ魚道道（榎前町）（榎前町）


